
少林寺拳法は、１９４７年（昭和２２年）、宗
そう

 道臣
どうしん

（１９１１～１９８０年）によって人づく

りの「行」として日本で創始されました。 

敗戦後の混沌とした世相の中で、創始者 宗 道臣は、次代を担う若者たちに「自己確立」「自他 

共楽」の教えを説きながら「人づくり」による「国づくり」を目指しました。 

少林寺拳法は、人と共に生きるための「本当の強さと優しさ」を身につける道として多くの人々

の共感を得、現在では世界４０ヶ国、３３６０所属にその輪を広げております。 

一部の身勝手な人々の言動からなる事件や事故など、暗い報道が目立つ今日、私たちは「半
なか

ばは

自己の幸せを 半
なか

ばは他人
ひ と

の幸せを」と説かれた少林寺拳法創始者 宗 道臣の教えを継承し、自分

のことだけでなく、他人
ひ と

のことも考えられる人間を一人でも多く育成するべく、活動を展開してお

ります。 

一般財団法人少林寺拳法連盟・全国中学校少林寺拳法連盟では、これからの社会を担う若い力の

育成と全国で少林寺拳法を修練する中学生達の交流を目的に、「第１２回全国中学生少林寺拳法大

会」を東京都において、２０１８年8月１８日・１９日に開催いたします。 

 本大会で相手と互いに協力しながら、自己の最善を尽くして演武に取り組むことが、明るく豊か

な学校生活を営む態度の育成に寄与することを確信いたしております。 

そして、全国の中学生拳士が一堂に会し、日頃の修練の成果を発表するとともに、全国の仲間と

の絆を深めて、少林寺拳法の輪をさらに広げていきたいと思います。 

つきましては、日頃から少林寺拳法に対してご厚情を頂いております皆様方に本大会の趣旨を 

ご理解いただき、物心両面にわたるご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 
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